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民主主義に徹し生活を合理化して近代的なI町にいたしましょう。
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(町民怒章より)
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日進小、 健次君を最後にひっそり休校ノ

卒業生は菊地健次君、送る方は昧

町み申きさんただUとり. そしてこ

の 4月は新入生がゼロのため学校は

休校となる日進小学校内卒業式が3

月23日行わ札ました.

日jjけ立は明治45年開設以来、594人

円卒業生をxさり出した長い厩史をも

つだけに、先生はもちろん同窓生や

部落何人たちも寂しさをかくしきれ

ない様子。 でも兄妹は 4月から市街

地内学校に通うとあって母校内申し

い思い出を明るく元気に限っていた.



万
九
千
円
の
ほ
か
、
各
事
業
執
行
に
伴
業
収
益
で
三
千
九
百
四
十
一
万
円
が
追

う
端
数
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
加
さ
れ
、
収
益
的
収
入
総
額
は
五
笠
ハ

こ
れ
に
対
L
歳
入
で
は
、
町
税
一
千
千
四
百
四
十
六
万
二
千
円
に
、
支
出
で

二
百
二
十
五
万
七
千
円
、
国
庫
支
出
金
は
予
備
費
な
ど
六
十
七
万
一
千
円
が
減

二
千
六
百
十
万

一
千
円
、
道
支
出
金
四
額
さ
れ
収
益
的
支
出
総
額
は
五
億
二
千
3

百
六
十
九
万
九
千
円
、
財
産
取
入
一
百
三
一
百
五
十
三
万
八
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
で
は
、
財
政
調
整
基

二
十
三
万
六
千
円
、
諸
収
入
一
百
十
入

金
桁
立
金
に
四
百
万
円
が
追
加
さ
れ
干

万
七
千
円
が
見
込
ま
れ
、
町
俄
二
千
八

算
総
額
は
三
千
六
十
八
万
五
千
円
に
な

百
五
十
万
問
、
繰
入
金
二
千
万
円
、
特

り
ま
し
た

別
地
方
交
付
税
一
千
万
円
が
減
額
さ
れ
が
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

ま

し

た

。

任

期

満

了

に

伴

い

現

委

員

長

の

河

村

〈V
五
十
二
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
昭
夫
さ
ん
(
日
歳
・
八
幡
町
)
が
再
任

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給
さ
れ
ま
し
た
。

付
山
口
な
ど
一
千
二
百
九
十
六
万
五
千
円
ん
吉
平
委
員
会
委
員
の
選
任

が
減
額
さ
れ
予
算
総
額
は
四
億
六
十
七
安
西
長
四
郎
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
ぃ
、
後
任
に
柳
太
一
さ
ん
(
筋
歳
・
栄

国
保
会
計
地
語
勘
定
で
は
、
病
院
事
町
)
が
選
任
さ
れ
ま
L
Pョ

(
定
只
八
十
名
)
を
廃
止
し
、
美
利
河
季
中
央
団
地
線
百
三
十
五
討
が
新
た
に
岡

節
保
育
所
(
定
貝
二
十
名
)
を
新
設
し
道
に
認
定
さ
れ
、
神
丘
九
号
線
及
ぴ
二

た

も

の

で

す

@

線

仙

師

、

坪

回

線

な

ど

の

延

長

が

約

二

〈
〉
交
通
安
全
指
導
員
の
報
酬
額
、
費
用
五
J
の
ば
さ
れ
ま
し
た
。

弁
償
額
の
支
給
条
例
の
一
部
改
正
〈
〉
陳
情

四
月
一
日
か
ら
交
通
安
全
指
導
貝
の
光
台
部
落
代
表
今
野
孟
夫
他
十
名
か

報
酬
額
を
日
額
か
ら
年
額
一
万
八
千
円
ら
の

「
町
道
光
台
線
中
、
和
工
建
設
砕

と
し
、
費
用
弁
償
額
は
各
種
委
員
の
相
石
工
場
入
口
か
ら
今
野
平
治
宅
ま
で
の

当
額
を
支
給
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
未
除
雪
区
間
の
除
雪
実
施
」
に
つ
い
て

が
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

の
陳
情
は
、
建
設
委
貝
会
に
付
託
さ
れ

四
月
一
日
か
ら
国
保
の
被
保
険
者
が
ま
し
た
。

出
産
し
た
と
き
、
助
産
山
口
と
し
て
六
万
八
〉
要
望
意
見
書

円
(
現
行
四
万
円
)
、
葬
祭
授
は
一
万
円
町
議
会
議
貝
五
名
か
ら
提
出
さ
れ
た

(
現
行
五
千
円
)
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
「
北
海
道
国
際
空
港
の
早
期
申
窺
」
に

〈
〉
町
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更
関
す
る
意
見
が
提
択
さ
れ
、
関
係
機
凶

上
種
川
一
号
線
四
百
七
十
以
、
大
和
に
吋
し
要
望
す
見
性
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
十

一
年
度
予
算
決

第
一
固
定
例
町
議
会
は
三
月
十
一
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
の
八
日
間
聞
か
れ
、
新

年
度
各
会
計
予
算
、
五
十
二
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
議
案
十
九
件
を
審
議
し
、
町
職
貝

の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
を
否
決
し
た
ほ
か
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は

次
の
と
お
り
で
す
。

議会の動き

。
五
十
三
年
度
杏
会
計
予

算
の
概
要

五
十
三
年
度
町
予
算
の

規
模
は
、
一
般
会
計
が
二

十
四
億
七
千
九
百
九
十
万

六
千
円
、
三
特
別
会
計
で

九
億
九
千
百
五
十
九
万
一

千
円
、
合
わ
せ
て
三
十
四

億
七
千
一
百
四
十
九
万
七

千
円
に
な
り
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
一
般
会
計

で
二
二
七
%
、
特
別
会

計
で
一

O
E九
%
の
噌
と

な
っ
て
い
ま
す
。
(
一
般

会
計
の
お
も
な
仕
事
の
内

容
は
六
七
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
ま
し
た
。
)

〈〉五
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

五
十
二
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百
二
十

八
万
三
千
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
総
額
は
二
十
五
億
二

千
三
百
十
六
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
追
加
の
お
も
な
も
の
は
、

今
冬
の
除
雪
機
械
惜
上
料

圏掴

三
会
計
で
九
億
九
千
万
円

国
保
税
は
一

二
%
増
を
見
込

〈
〉
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定

予
算
総
額
は
四
億
六
千
八
百
六
万
九

千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
二
・
九
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
三
位
二
千
六
百
五
十
七
万

七
千
円
の
国
庫
支
出
金
と
一
億
三
千
一

百
九
十
三
一
万
二
千
円
の
国
民
健
康
保
険

税
が
お
も
な
財
源
で
す
が
、
毎
年
増
え

続
け
る
医
療
費
、
特
に
療
養
山
口
の
二
九

%
、
高
級
療
養
伐
の

一
八
%
地
に
対
応

す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
七
百
五

十
万
円
を
繰
り
入
れ
る
な
ど
し
て
被
保

険
者
の
負
担
を
極
力
軽
く
す
る
よ
、
つ
に
、

努
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
保
険
税
は
前

年
度
実
績
に
比
べ
一
二
%
の
増
を
見
込

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
世
部
平
均
九

万
四
千
六
百
七
十
六
円
、

一
人
平
均
二

万
四
千
二
百
六
十
五
円
に
な
り
ま
す
が
、

固
か
ら
の
臨
時
交
付
金
が
決
ま
る
六
月

の
賦
課
期
日
に
は
、
八
・
八
%
程
度
的

上
昇
率
に
確
定
す
る
予
定
で
す
。

歳
出
で
は
、
療
養
、
高
額
療
養
、
助

産
、
葬
祭
な
ど
の
保
険
給
付
曲
目
に
四
億

四
千
四
百
十
一
万
七
千
円
、
納
税
組
合

奨
励
貨
に
百
九
十
八
万
九
千
円
、
基
金

利
立
金
に
百
十
五
万
九
千
円
、
予
備
費

に
六
百
五
十
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
。
国
民
健
康
保
険
金
計
施
設
勘
定

干
鉾
総
額
は
四
億
九
千
四
百
五
十
二

万
五
千
円
で
、
前

/tz初
予
算
に
比

べ
九
・
一
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
設
的
収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど

病
院
卒
業
収
入
が
四
億
八
千
二
百
四
万

二
千
円
が
見
込
ま
れ
、
収
益
的
支
出
で

は
人
件
費
や
薬
品
材
料
費
及
び
経
費
な

ど
の
事
業
費
用
に
凶
位
七
千
九
百
三
十

五
万
七
千
円
が
計
上
き
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
資
本
的
支
出
と
し
て
医
療
用
機
械

備
品
購
入
山
口
、
企
業
債
償
越
金
な
ど
に

一
千
二
百
四
十
八
万
三
千
円
が
計
上
さ

浅新{

井し
妙い
子保

三需

町
二
人
目
的
保
健
婦
に
浅
井
妙

子
さ
ん
(
幻
歳
、
写
真
)
が
着
任

町
し
ま
し
た
勺

ま
る

第 1固定
例町議会

に
五
百
五
十
万
円
、
議
会
用
備
品
購
入

曲
目
に
百
五
十
五
万
円
、
備
荒
資
金
積
立

金
に
一
千
五
百
三
十
八
万
二
千
円
、
老

人
医
療
扶
助
費
に
百
六
十
八
万
三
千
円
、

在
宅
当
番
雇
制
運
営
事
業
費
負
担
金
に

百
九
十
四
万
五
千
円
、
今
金
小
百
合
保

有
国
委
託
料
に
百
二
十
四
万
円
、
一
時

借
入
金
利
子
に
百
五
十
二
万
五
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
八
束
頭
首

工
災
害
復
旧
工
事
費
一
千
八
百
六
万
一

千
円
、
農
業
開
発
協
議
会
負
担
金
百
九

国

民

健

康

保

険

の

助
産
曲
目
が
六
万
円
に

r'
 

。
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

常
設
今
金
保
育
所
内
臓
只
定
数
を
五

人
か
ら
十
人
(
所
長
一
、
保
母
七
、
制

理
士
一
、
用
務
貝
一
人
)
に
改
め
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
町
職
員
の
定
数
合

計
は
百
六
十
八
人
に
な
り
ま
し
た
。

。
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

新
築
さ
れ
た
今
金
保
育
所
に
入
所
さ

せ
る
乳
幼
児
の
定
員
を
五
十
人
か
ら
九

十
人
に
改
め
た
も
の
で
す
。

N
V
町
立
季
節
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

四
月
一
日
か
ら
、
今
金
季
節
保
育
所

れ
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
舗

に
対
し
て
不
足
す
る
額
九
百
十
四
万
三
一

千
円
は
、
繰
越
利
益
剰
余
金
で
補
て
ん

さ
れ
ま
す
。

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
総
額
は
二
千
八
百
九
十
九
万
七

千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
0
・
三
%
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
水
道
使
用
料
二
千
八
十

一二
万
二
千
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
六
百
二
十
七
万
一
千
円
が
お
も
な
財

源
で
す
。
歳
出
は
、
人
件
費
な
ど
の
総
務
官
に

一
千
二
百
九
十
万
九
千
円
、
維
持
費
に

八
百
六
万
七
千
円
、
屯
気
施
設
改
良
質

に
百
七
十
万
円
、
公
俄
償
還
金
に
六
百

二
十
七
万
一
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
L
Pも

五
十
年
に
料
金
改
定
を
行
っ
た
水
道
会

計
は
、
明
年
度
か
ら
検
針
用
設
備
の
更

新
な
ど
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
得
る
こ

浅
井
さ
ん
は
、
本
町
の
出
身
で
四

十
九
年
桧
山
北
高
を
卒
業
し
て
閏
笠

札
帆
病
院
付
属
看
護
学
校
に
入
学
、

五
十
二
年
三
月
卒
業
後
、
道
立
衛
生

学
院
保
健
婦
科
に
進
学
し
て
こ
の

三
月
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
。

四
月
に
は
、
さ
っ
そ
〈
自
動
車
免

許
証
を
取
得
し
て
「
新
居
先
輩
に
負

け
な
い
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
十
分
。
趣

味
は
読
書
と
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

が
大
好
と
の
事
」
と
ー
で
す
。

と
が
困
鄭
と
な
る
実
情
か
ら
、
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
改
定
を
検
討
す
る
見

込
み
で
す
。

-
町
職
員
の
寒
冷
地
手
当
に

関
す
る
条
例
改
正
を
可
決

臨

時

町

議

会

三
月
十

一
日
の
定
例
町
議
会
で
否
決

さ
れ
た
町
職
只
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す

る
条
例
町
一
部
改
正
案
は
、
一
一
一月
三
十

日
聞
か
れ
た
瞬
時
町
議
会
で
再
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
改
正
内
内
容
は
、
町
職
員

の
寒
冷
地
手
当
の
っ
ち
、
定
額
部
分
の

世
情
主
六
万
二
百
円
を
二
万
五
千
円
引

き
上
げ
、
定
率
分
の
百
分
の
六
十
五
を

百
分
の
四
十
五
に
引
き
下
げ
た
も
の
で

す。
こ
の
条
例
の
可
決
に
よ
り
、
名
会
計

の
補
正
子
算
が
追
加
さ
れ
、
最
終
予
算

額
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
L
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一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

百
十
三
万
六
千
円
会
選
加
し
、
予
算
総

額
は
二
十
五
億
二
千
五
百
二
十
九
万
六

千
円
に
。
国
保
会
計
卒
業
勘
定
に
は
七

万
円
が
追
加
さ
れ
、
子
算
総
額
は
四
億

七
十
四
万
七
千
円
に
。
国
保
会
計
施
設

勘
定
は
収
益
的
支
出
に
七
十
五
万
三
一
千

円
が
追
加
さ
れ
、
支
出
総
額
は
五
億
二

千
四
百
二
+
九
万
一
千
円
に
。
簡
易
水

道
会
計
で
は
七
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
は
三
千
七
十
六
万
円
に
な
り

キ
?
し
れ
J
も
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一一一一一一
固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
花
石
婦
人
会
(
代
表
加
藤
み
ど
り
)

か
ら
二
万
円
を
盟
寿
国
へ
守
未
広
重

一
さ
ん
は
町
交
通
安
全
推
進
委
員
報

酬
の
中
か
ら
各
一
万
五
千
円
を
光
町

里
学
園
と
、
政
寿
国
へ
守
町
婦
連
協

(
代
表
同
紙
政
子
)
は
婦
人
文
化
祭

バ
ザ

l
益
金
五
万
円
を
祉
協
愛
情
銀

行
ヘ
ヤ
和
田
和
作
さ
ん
(
未
広
町
)

か
ら
タ
オ
ル
外
五
市
を
立
両
国
ヘ
マ

今
金
町
短
期
訓
練
校
生
徒
一
同
(
代

表
宮
北
弘
)
か
ら
花
木
鉢
十
四
個
と

キ
ャ
ラ
メ
ル
七
十
函
を
盟
寿
困
ヘ
マ

中
山
信
一
さ
ん

(
鈴
金
)
は
へ
き
地

医
療
対
策
委
員
報
酬
九
千
円
を
光
の

星
学
園
ヘ
マ
八
束
初
回
婦
人
部
(
代

表
南
川
7

ツ
ヨ
)
か
ら
敷
布
、
パ
ス

タ
オ
ル
な
ど
三
十
一
一
白
を
盟
寿
国
ヘ

マ
金
原
婦
人
会
(
代
表
中
野
キ
ヌ
子
)

か
ら
お
む
つ
百
四
十
枚
パ
ス
タ
オ

ル
他
四
十
枚
と
お
む
つ
作
り
奉
仕
を

笠
寿
図
で
守
阿
知
波
八
主
J

さ
ん
(
八

幡
町
)
か
ら
果
物
、
塾
チ
二
函
を
光

向
型
学
図
ヘ
マ
今
金
老
人
ク
ラ
ブ

(
代
表
鈴
木
金
蔵
)
か
ら
パ
ナ
ナ
二

十
六
♂
を
笠
寿
図
ヘ
マ
大
企
啓
太
郎

さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
三
千
円
を
光

の
里
学
園
へ
。
二
千
円
を
小
百
合
保

育
園
ヘ
マ
今
野
佑
き
ん
(
未
広
町
)

は
全
国
町
村
会
勤
続
二
十
五
年
表
彰

を
記
念
し
て
各
五
千
円
を
盟
寿
図
と

光
の
皇
学
園
、

( 3 1 



決
意
新
た
に

健
全
財
政
を
堅
持

昭
和
五
十
三
年
度
の
地
方
財
政
は
、

長
期
化
す
る
不
況
か
ら
脱
出
す
る
た
め

の
最
気
刺
激
対
策
、
即
ち
公
共
事
業
の

柑
枠
を
見
込
ん
だ
施
策
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
健
奇
府
政
と
両
立
困
難
な
事
態

に
直
面
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
地
方
財
政
計
画
の
中
で
は
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
交
付
税
特
別
会
計
か

か
ら
の
借
入
、
建
設
地
方
債
の
増
発
に

よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
構
造
的
要
因
を
背
景
と

英
利
河
ダ
ム
対
策
に
つ
い
て
は
、
ダ

ム
の
挫
百
肢
は
本
町
開
発
事
業
と
し
て
は

空
前
絶
後
の
大
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
が

実
現
を
期
し
て
地
元
英
利
河
部
世
田
に
は

ダ
ム
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た

議
会
は
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
、
町
は

ダ
ム
対
策
本
部
を
設
置
し
て
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
‘
本
年
度
も
全
体

設
計
最
終
年
と
し
て
一
億
六
千
万
円
が

予
算
づ
け
と
な
り
、
明
五
十
四
年
度
着

工
を
目
標
に
全
計
調
査
が
進
め
ら
れ
る

段
階
に
あ
り
ま
す
。
本
ダ
ム
建
設
用
地

獲
得
の
た
め
英
利
河
部
落
の
大
部
分
六

東
部
民
地
開
発
の

権
利
調
援
を
重
点

産
業

の
振
興
と
開
発

近
年
、
農
業
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は

農
畜
産
物
内
蛤
入
の
拡
大
、
農
産
物
価

格
の
不
安
定
、
米
の
生
産
抑
制
等
極
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

米
の
生
産
を
計
画
的
に
抑
制
す
る
た
め

五
十
三
年
度
か
ら
十
ヵ
年
、
水
田
利
用

再
編
対
策
に
よ
り
、
本
町
の
水
田
面
舶

の
ニ
七
八
%
、
七
百
七
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
及
ぶ
転
作
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

幸
い
今
日
の
段
階
で
は
、
生
産
者
の

ご
理
解
ご
協
力
が
得
ら
れ
円
尚
弁
薙
逃

が
で
号
。
目
芸
み
で
あ
り
ま
す
.
今
後

は
転
作
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
暗

渠
事
業
‘
土
壌
改
良
、
管
理
機
械
等
、

転
作
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
万
全
を

グ
豊
か
な
町
づ

く
り
4

し
て
本
町
的
新
年
度
予
算
の
編
成
に
臨

み
、
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
従
前
に

ま
し
て
確
保
を
図
り
、
経
常
経
質
的
支

出
は
可
能
な
限
り
節
減
に
努
め
、
効
率

的
行
政
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
投
資
的
経
費

に
充
て
る
主
ヲ
配
慮
い
た
し
健
全
財
政

を
堅
持
し
て
町
政
の
推
進
を
函
ろ
、
ヲ
と

す
る
も
の
で
あ
り
辛
す
。

当
面
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
財
政

面
か
ら
の
景
気
の
拡
大
を
函
る
必
要
が

あ
る
対
策
的
一
部
で
あ
り
ま
す
臨
時
地

方
導
監
備
事
業
は
、
将
来
の
道
路
整
備

の
方
向
、
基
本
的
課
題
を
充
分
検
討
し

て
対
処
い
た
す
た
め
‘
当

面
に
お
い
て
措
置
せ
ず
追

加
補
正
を
い
た
す
考
え
で

お
り
ま
す
.

私
は
、
内
外
的
厳
し
い

諸
情
勢
に
鑑
み
、
本
年
度

町
政
会
推
進
す
る
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
特
に
福
祉
、

生
活
環
境
‘
産
業
等
町
民

的
生
活
に
密
着
し
た
施
策

を
孟
点
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
。

十
八
戸
の
方
々
が
水
没
し
、
移
転
補
償

吉
弘
け
き
」
と
と
な
り
、
補
償
新
制
査

も
進
み
、
今
年
六
月
に
は
補
償
基
準
的

取
り
決
め
が
な
さ
れ
、
国
と
地
元
協
議

会
が
協
定
瞥
に
よ
り
決
定
の
運
び
と
な

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
我
が
町
民
の

方
が
再
生
活
に
支
障
の
な
い
補
償
質
的

決
定
、

住
宅
団
地
内
設
定
、
環
境
内
整

備
、
公
共
施
語
の
設
置
と
道
路
網
、
交

通
網
の
合
理
的
な
設
置
、
ダ
ム
周
辺
町

整
備

(自
然
公
園
化
)
、
生
産
施
設
団

地
内
設
定
、
直
接
水
没
し
な
い
関
連
住

民
的
経
宮
町
権
保
と
、
幅
広
い
行
政
施

図
り
収
入
減
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
配

慮
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
二
次
牒
業
榔
造
改
普
事
業
、

山
村

地
域
特
別
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
実

施
以
来
三
年
を
迎
え
、
本
年
度
は
光
台

統
の
連
絡
農
道
千
七
+
六
灯
、
回
場
艶

備
六
・一}プ
加
、
極
馬
鈴
薯
貯
蔵
庫
一
棟
五

百
八
十
三
平
方
幻
を
宰
施
し
ま
す
。
両

事
業
と
も
五
十
四
年
が
最
終
年
次
で
あ

り
ま
す
の
で
、
残
事
業
は
要
望
の
高
い

簡
易
給
水
施
設
に
計
画
変
更
を
い
た
し

た
い
考
え
で
す
。

邸
内牌
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
酪
州国

基
地
で
あ
り
ま
す
桜
範
牧
場
内
霊
裂
性

を
考
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
基
礎
牝
牛

の
導
入
、
土
製
改
良
、
育
成
放
牧
に
助

成
し
、
そ
の
機
能
を
促
進
し
ま
す
.
ま

た
、
優
良
精
液
、
畑
地
を
含
め
た
草
地

改
良
剤
、
緊
急
粗
飼
料
増
産
対
策
事
業

に
も
助
成
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

住
民
の
積
極
的
な

健
康
増
進
対
策
を

町
民
福

祉
の
充

実

福
祉
に
つ
い
て
は
低
成
長
を
理
由
に

後
退
を
招
く
こ
と
の
な
い

4
ヲ
、
特
に

老
人
、
児
童
‘
心
身
障
害
者
、
母
子
等

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
方
々
に
対
し
て

配
慮
の
も
と
、
き
め
細
か
い
諸
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
人

ク
ラ
プ
よ
り
要
望
あ
り
ま

L
P場
設
と

し
て
今
金
季
節
保
有
日
所
が
活
用
し
て
お

り
ま
し
た
旧
幼
稚
閣
を
改
造
し
、
老
人

的
家
と
し
て
活
用
す
る
計
画
で
す
。

児
京一
稲
制
に
つ
い
て
は
、
常
設
保
育

所
内
規
快
拡
大
に
よ
り
職
只
定
数
を
+

名
と
し
、
砂
場
、
.
備
品
等
の
艶
備
を
図

り
ま
す
。
季
節、

へ
き
地
保
育
所
の
巡

包
に
つ
い
て
は
、
今
金
%
設
保
育
所
の

定
貝
増
に
伴
い
今
金
季
節
保
育
所
砂
防

所
し
、
新
た
に
業
利
河
季
節
保
育
所
を

開
設
、
七
ヵ
所
を
運
営
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま

L
P
、

幼
児
に
対
す
る
保
健
施
策
と
し
て
実

昭

和

日
年

度

の

町
政
執
行
方
針

施
し
て
い
ま
す
フ
ッ
ソ
塗
布
に
つ
い
て

も
そ
の
必
要
性
を
認
め
五
百
八
十
名
を

予
定
し
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

一
般
の
健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て
欠

只
で
あ
り
ま
し
た
保
健
婦
が

一
名
補
充

す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
の
健
康
管
理

に
万
全
を
則
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
近
の
人
口
老
令
化
、
疾
病
構
造
の

変
化
等
解
決
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
行
政

面
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
治
療
中
心
的

施
策
で
は
健
康
が
守
れ
な
い
し
、
最
も

基
本
と
な
る
も
の
は
自
分
の
健
康
は
自

分
が
守
る
積
極
的
な
健
康
増
進
対
策
を

食
事
の
面
か
ら
も
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

美
利
河
ダ
ム
建
設
に

伴
う
対
策
に
全
力

生
活
環
境
の
整
備

町
民
的
生
活
環
境
的
機
能
を
間
的
産

業
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
道
路

網
の
整
備
促
進
が
極
的
て
重
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
強
力
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
町
道
の
改
良
に
つ
い
て

策
を
要
す
る
現
実
に
対
し
、
誤
り
な
い
る
も
の
と
侶
じ
ま
す
。

行
政
扱
逃
を
目
途
と
し
て
務
力
し
ま
す
。

交
通
安
辛
抱
刊
鍛
に
つ
き
ま
し
て
は
‘

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
雌
視
聴
解
消
対
策
に
交
通
v混
同
の
両
端
と
交
通
安
全
川
崎
動
的

つ
い
て
は
、
絵
山
管
内
は
勿
論
の
こ
と
校
透
の
た
め
、
更
に

一
段
と
努
力
い
た

未
だ
多
く
の
住
民
が
速
断
山
岳
等
の
現
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
歩
行
者
向
安
全

由
に
よ
っ
て
屯
波
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
を
確
保
す
る
た
め
、
本
年
度
は
高
校
総

こ
と
か
ら
、
U
H
F
テ
レ
ビ
の
難
視
聴
の
歩
迅
百
十
灯
を
整
備
し
ま
す
。

を
解
消
す
る
た
め
、
本
年
度
は
桧
山
管

背
少
年
内
非
行
防
止
、
防
犯
、
交
通

内
広
域
園
事
業
と
し
て
桧
山
中
部

(大
安
全
、
町
内
の
美
観
等
必
要
な
施
設
で

成
町
)
北
部

(北
絵
山
町
)
に
中
継
所
あ
る
防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
全
額
補

を
建
証
す
る
こ
と
に
な
り
ま
L
Pも
こ
助
、
街
路
灯
は
前
年
三
分
的

一
で
あ
り

れ
に
よ
り
H
T
B
E
U
H
B
に
つ
い
て
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
二
分
の

一
に

は
住
民
向
欲
求
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
増
額
補
助
を
い
た
し
ま
す
。

行
い
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

八
東
地
区
岡
場
強
制
に
つ
い
て
は
、

基
本
捌
査
も
終
了
し
、
本
年
度
よ
り
事

業
費

一
億
三
千
万
問
、
十
九

六
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
草
す
。

六
年
自
の
地
絡
調
査
は
、
本
年
新
規

に
稲
穂
、
住
吉
、
極
川
町

一
部
十

一
・

七
五
平
方
J
H
M
を
対
象
に
噌
拝
施
し
ま
す
。

県
道
繁
備
は
、
白
石
脱
免
道
路
、
日

進
開
拓
道
路
補
修
忍
4

果
的
継
続
、
新
規

に
金
原
、
日
進
間
的
開
設
別
査
を
輩
出
地

し
ま
す
。

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
束
州
の

沢

中

単
の
品
の
出
ニ
ヵ
所
を
議
泊

費
で
地
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

商
工
仮
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

内
健
全
育
成
の
た
め
商
工
会
に
お
い
て

昨
年
経
世
桁
4
只

一
名
が
柑
具
さ
れ
、

指
導
体
制
肉
強
化
を
図
っ
て
い
草
す
の

で
、
そ
の
機
能
を
充
分
発
将
で
き
る
よ

股
用
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
継
続
事

業
の
金
原
地
区
内牌地
用
発
事
業
も
枇
終

年
次
を
迎
、
ぇ
、

今ム忠
良
協
が
都
業
玉
体

で
申
議
中
で
す
が
、
幹
線
と
な
る
農
道

八
百
六
幻
に
つ

い
て
は
事
業
費
の
三
O

%
を
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
田
代
地
区
九
十
二

二

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
道
サ
且
中
業
と
し
て
採
択

を
受
け
ま
し
た
の
で
全
体
実
施
設
計
調

査
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
L
Pョ

国
首
今
金
東
部
良
地
的
発
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
自
二
千
万
円
の
予

nを
も

っ
て
土
地
内
栴
利
潤
前
却
を
量
点
に
推
進

さ
れ
ま
す
。
こ
の
別
査
は
二
年
次
を
迎

え
、
現
在
地
元
参
加
希
援
活
四
十
名
、

希
望
而
積
五
百
八
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

そ
の
内
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
口
受
け
を

要
す
る
函
桜
で
あ
り
、
対
象
者
は
五
社

五
十
九
名
の
多
き
に
逮
す
る
の
で
、
今

年
は
関
係
機
関
内
協
力
を
得
て
調
整
を

( 4) 

三
月
十

一
日
か
ら
聞
か
れ
た
第

一
固
定
例
町

議
会
で
、
河
端
町
長
は
本
年
度
の
町
政
執
行
方

針
を
次
の

4
7に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

は
、
昨
年
に
引
き
続
主
枠
丘
六
線
線
、

盟
回
線
、
白
石
線
を
含
め
延
長
千
二
百

七
十
五
H
M

を
実
話
し
、
白
石
線
は
本
年

度
を
も
っ
て
改
良
は
完
了
い
た
し
ま
す
。

橋
梁
の
酎
軍
備
に
つ
い
て
は
、
逐
年
永

久
化
的
促
進
を
図
り
、
本
年
は
継
続
実

施
中
町
八
束
宮
町
下
備
の
架
替
工
事
が

完
成
、
更
に
は
同
備
の
解
体
材
を
転
用

し
て
稲
穂
の
西
郷
締
十
七
幻
の
架
替
工

事
歩
美
施
い
た
し
ま
す
.
そ
の
他
八
束

橋
、
上
利
別
橋
、
花
里
橋
な
ど
を
補
修

し
交
通
安
全
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

央
通
線
の
施
工
を
計
画
い
た
し
、
チ
プ

タ
ウ
シ
ナ
イ
川
の
橋
梁
下
部
工
と
附
帯

す
る
用
地
買
収
等
主
語
し
ま
す
。

排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
街

地
第
二
幹
線
排
水
路
を
継
続
実
施
し
、

地
域
内
集
中
常
耐
に
よ
る
被
害
の
解
消

に
努
め
ま
す
。
冬
期
間
の
除
雪
対
策
は
、

防
雪
棚
の
新
設
ニ
ヵ
所
を
計
画
す
る
ほ

か
、
除
雪
対
策
費
も
年
々
増
加
す
る
住

民
向
要
望
に
応
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

林
業
生
産
的
基
盤
で
あ
る
林
道
網
の

整
備
は
、
本
年
度
チ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
線

千
五
百
四
υ
引を
計
画
、
実
施
し
ま
す
。

j 

立
補
助
に
つ
い
て
も
地
獄
措
置
い
た
し

ま
し
た
。
温
aMポ
ー
リ
ン
グ
は
、
道
的

予
算
が
内
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
下

資
源
開
査
所
の
悶
査
結
果
に
基
づ
き
新

規
に
ポ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
自
噴
し
て
い
る
極
川
温
泉
は

本
年
度
の
ポ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
を
待
っ

て
総
合
的
に
検
討
し
有
効
に
活
用
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

民

高

桜

以
上
、
町
政
執
行
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
小
職
に

与
え
ら
れ
ま
し
た
任
期
も
本
年
が
最
終

で
あ
り
‘
総
仕
上
げ
の
重
要
な
年
に
も

あ
た
り
草
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
は
図
的
財
政
と
同

様
、
同
日
景
気
の
停
滞
と
相
ま
っ
て
地

方
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
以
前
に
も

増
し
て
放
し
い
事
態
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
町
内
行
政
を
顧
み
る
と
き
、
福

祉
、
教
育
、
生
活
環
境
の
盤
備
、
農
村

等
の
地
域
産
業
向
振
興
な
ど
行
政
再
裂

は
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
施
策
の
実

施
は
い
ず
れ
も
緊
急
を
要
し
推
進
に
迫

ら
れ
て
お
り
ま
す
.
自
ら
行
財
政
運
営

の
合
理
化
を
求
め
‘
新
し
い
環
境
に
対

応
で
き
る
よ
う
努
力
し
自
的
達
成
の
た

め
決
叫ん
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
政
を
執
行
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
小
職
の
就
任
当
時
ト
肯
，
ル
信

条
で
あ
り
ま
す

「勇
断
を
も
っ
て
地
方

自
治
円
本
旨
シ
干
る
民
主
的
で
能
率
的

な
行
政
し
を
執
行
し
て
ま
い
り
た
い
と

哲
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

( 5 ) 
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キ町
民
の
み
な
さ
ん
の
袈
盟
を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
、

事
業
向
重
点
的
選
択
、
資
金
的
効
率
的
配
分
に
努
め
た
新

年
度
干
宍

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
に
比
べ
二
二

-
七
%
地
の
約

二
十
四
億
八
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
事

業
な
ど
に
使
う
投
資
的
経
費
は
、

九
億
六
千
五
百
九
万
円

(
全
体
的
=
一八

・九
%
)
ま
た
、
消
費
的
経
費
の
人
件
費

が
四
億
二
千
百
三
十
二
万
三
千
円
(
一
七
%
)
、
物
判
費
は
会

'
三
車
三
千
五
百
A
十
二
万
六
千
円
士
三

・
五
拓
d

補
助
費

、

五
壇
三
官
廿
百
四
骨
四
万
五
弔
問
斗
ゴ
コ
六
月
叫

に
な

っ
て
い
ま
す
.

歳
入
で
は
.
地
方
交
付
税
が
九
億
六
千
四
百
七
十
万
二

千
円
と
全
体
内
三
八

・
九
%
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財
源

の
町
税
は
二
億
二
干
二
行
五
十
九
万
円

(
九
%
)
に
と
ど

ま
り
、
園
、
道
支
出
金
が
こ
七

九
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
制
A
H
と
そ
の
お
も
な
使
い
迫
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出割合

議会唆43 おO千円 ( 1. 8多~)

衛生費曲，四9千円 (2.8%)
消防費90，440千円

(3.6"/0) 

その他
111，969千円

退支出金 (4.4%) 
192 ，382千円
(7.8%) 

:111 

イ士なん-、圃圃は度年53 
い環境づ〈り

投資的経費に9億6千万円/

教育文化の振興と人づ〈り地域産業の振興と開発

一般会計

豊かな福祉社会の建設

(6 ) 

b今金幼制u盟挫設事業一一一一一一一一一一一 9，977方向

b今金町教育研究交付金一一一 220万円

bへきI也教員住宅(2棟 4戸)新築事業 2，162万同

b学校及び教只住宅営繕賢 一一一一一一 1，430万円

p聖書、割高致一保線児童生徒就学、医療援助一一一 388万同

b要都要保I皇、へき地学校給食費補助一一一 … 464万同

b 言陪~l~~;.指噂r&1iii1iii 品一 66万同

b義務教材、理科、産業教育設備一一一一 1，305万円

b教材、図位、校用器具一備品購入一一一一一 一 623万円

bスクーノレパス購入<ll'業一一一 宇 169万円

bスクールパスの巡行 一… 296万同

b桧山北町通学パス負担 一一一一一一一一一一61万円

b学校保健業務・一一一一一一 一 守・ 430万四

b今金町青年会級交付金一一 ............ 160万円

b婦人団体、文化協会交付金 一千今一一.-47万円

b町民スポーソなど体育援興奨励一一一一一一一一 492万同

b総合体育館施設運営資一一一一一一一一1.5ω万円

b学校給食センター施設運営費 1，252万円

p 今金町奨学資金へ繰出 ..85万円

......./ 

[>LlJ村地域農林漁業特別対策4;;.業相il功ー一一一 5，907万円

b転作推進特別対策事業補助 一一一一一一一一一 500万円

bてん菜増産特別対策事業補助 一一一 415万円

10 2次農業構造改善対策本業補助ー 4，842万円

b緊急粗飼料増産対策事業補助 1，110万円

b日進高原桜範牧場経常負担 …一一一一一 300万円

b土壌改良事業補助 一一一一一一一一一一一 247万円

b家il'i増殖改良、優良牝牛綿入事業側i助 400万円

b乳用雌牛柴田放牧育成促進事業相Ii>>JJ............306万円

b桜範牧場特別土境改良事業有i>>JJ.......一一一 242万円

b国営かんばい、京都農地開発調査事業一一一 350万円

b白石第 2地区股免股道整備事業負担 717万円

b日進開拓地牒近等補修事業負担 375万円

b金原地区農地開発事業道路負担 ............. 951万円

b北部桧山総合かんばい推進背負担一一一一一 一 241万円

b今金町農業開発協議会負担 一一一… 424万同

bチブタウ yナイ林道開設事業 4，865万円

b商工会事業補助 ーー一 ..........一一一 6∞万円

b観光開 業 ー 1，口03万円<!> 発

b社会編祉法人光の里学図、盟舟問者Ii助 942万円

b老人医療扶助費 一一一一 -一一一… 8，768万円

b老人 手当 一一一 …一一一 114万円

b老人的家改修事業 …一一… ...... 1 島円

b老人クラブ運営補助及び活動賢一一一一一…・ 146万円

b敬老会交付金 一一...._--.一一一一一65万円

b社会稲祉協議会補助 一一一一… ・ 一一一 127万円

b老人家庭奉仕業務 一一・ …ー 140万円

[>，し、身、身体障害者家庭奉仕業務一一… 281万円

b 重度，し、身障害者医療扶助 1~ 一一一一一一一 730万円

b児童手当扶助費 一一今 一一一 2，135万円

b乳幼児医療扶助費 一一一一… ー一一 195万円

bフッソ歯而塗布、母子衛生 一一一一ー 229万円

(> ，1.t~者輸送車の運行一 一 一ー一一一 174万円

b保健衛生業務 一一一ー 宇一一一一 364万円

[>X線撮影、がん検診など子防業務 ..... 490万円

b今金常設、季節保育所巡'g.'1c¥:..一一一一一 5，234万円

b今金小百合保育園運営費一令 ー…一一一 2，297万円

b部落保育所運営補助 一一一一・ 一一ー一70万円

D布111王6紛糾』道路改良事業 一一一 5，029万l:q

C>i'2回線道路改良事業 一一一一 3，520方向

b白石糾凍智弘!;.防止事業一 一一一 1，810万円

b 神丘10号線、審白井一線防雪柵設置事業 一 1，508万円

b八東宮町下橋架換事業一一一一一ー 守 5，016万円

b稲穂西郷橋製換事業 一 一ー 675万円

b八束橋なと・補修事業一 手 一一一一一 637万問

b都市計画街路司王業 一一一一 ー 一ー 7，812万円

b第 2幹線川排水施設整備事業一一一 ー2，160万同

b 近隣公Il!l泣成事業一 一一 一 2，618万円

b除雪などIwri立維持管理一 一一一 3，952万円

b英利河ダム対策事業 一一一一千 ... 1，030万円

b成業施設災m復旧卒業 一一一 9，126方向

b公共土木施設災害復旧事業 一一一一 11 ，187万円

[>UHFテレビ中継局建設事業 一一一 1，500万戸l

b道路図等作成事業 一一一 一一一 739万円

b投資住宅賜入事業 一一一一 ・ ... 507万円

[>J也絡閥益事業 一一一 一......1，925万円

b桧山広域消防組合負担ー一 一一一一..9，013万円

b北部絵山衛生センタ組合負担 一一 3，656万円

b住民活動推進 一一一 ー..456万円

b交通安全対策事業一一一 4 一一一........457万同

[>l'lf芥処理及び環境衛生一一一 一一 315万同

b簡易水道特別会計へ繰出 一一一 627万円

(7) 



豊かな人間

形成に努力

教育行政の

施政方針

第
一
固
定
例
町
級
会
で
、

中
井
教
育

長
か
ら
本
年
度
の
教
育
行
政
施
政
方
針

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

世

間

摂

※

【中
学
校
統
合
問
題
〕

学
校
統
合
の
目
的
は
適
正
な
学
校
規

模
を
想
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
王
と

し
て
小
規
模
校
の
規
模
を
適
正
化
す
る

こ
と
に
よ
り
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

を
丞
本
》
干
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
分

散
し
て
い
た
学
校
が
統
合
さ
れ
て
、
生

徒
が
同
じ
学
校
に
一
鯖
に
学
ぶ
よ
う
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
的
精
神
的

母
体
と
し
て
の
機
能
か
ら
み
て
、
住
民

の
あ
い
だ
に
、
述
帯
的
あ
る
い
は
協
同

的
な
新
し
い
住
民
感
情
や
窓
蹴
多
品
開
成

し
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

教
育
委
只
会
で
は
、
町
理
事
者
と
も
相

図
ら
い
五
十
二
年
中
に
各
部
落
の
説
得

を
図
り
、
五
十
三
年
度
着
工
を
自
ざ
し

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
、
二

の
郡
福
の
根
強
い
固
執
に
よ
り
、
五
十

三
年
度
の
着
工
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま

機
能
を
効
来
的
に
動
か
し
て
い
く
の
は

人
間
関
係
以
外
的
何
も
の
で
も
な
く
、

特
に
学
校
教
育
的
中
で
教
え
る
も
の
と

教
え
ら
れ
る
も
の
と
の
附
に
不
信
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
教
師
が
不
安
や

懐
疑
な
ど
を
持
っ
て
い
る
子
供
に
接
し

て
も
決
し
て
教
育
効
果
は
期
待
で
き
な

い
と
尽
フ
の
で
す
。
子
供
と
教
師
の
問

で
心
や
魂
が
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る

現
肌
切
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
小
学
校
、
五
十
六

年
度
中
学
校
、

夫
々
が
新
学
習
指
導
袈

領
実
地
に
つ
い
て
の
修
行
措
置
は
‘
い

よ
い
よ
本
年
度
か
ら
取
り
組
む
次
第
で

あ
り
ま
す
が
、
学
校
教
育
の
改
普
は
教

育
謀
総
の
改
普
だ
け
で
達
成
で
き
る
も

の
で
な
く
、
こ
れ
に
附
し
て
教
行
条
例

的
改
普
や
環
境
整
備
に
よ
る
と
こ
ろ
も

極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
教
育
課

程

2
器
地
を
よ
り
効
果
的
に
図
る
た
め

に
は
何
と
い

っ
て
も
教
師
の
資
質
能
力

主
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
教
師
の
研
修
の
充
実

に
務
的
、
そ
の
指
導
能
力
を
高
め
る
必

要
性
を
強
く
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
昨
年
発
足
し
た
今
金

町
教
育
研
究
会
的
中
で
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
と
お
し
て
、
夫
々

の
教
科
の
研
究

に
一
府
内
努
力
を
お
願
い
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

マ
歯
科
検
診
は
全
校
牛
夜
を
対
象
に
本

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。
本
年
度

か
ら
眼
科
検
診
に
よ
り
児
童
生
徒
の
飽

せ
ん
で
し
た
。

然
し
な
が
ら
本
計
画
に
賛
同
す
る
部

務
よ
り
早
期
実
施
の
強
い
要
望
も
あ
り

何
れ
に
し
て
も
今
金
中
学
校
の
老
朽
甚

だ
し
く
、
本
年
度
に
は
そ
の
計
画
実
施

を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

校
統
合

で
実
施
で
き
る
か
、
一
部
吸
収
統
合
で

計
画
す
る
の
か
、
理
解
を
得
て
い
な
い

部
落
の
決
断
を
こ
の
六
月
ま
で
に
謀
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
部
落

の
対
応
次
第
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
深
い
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
統
合
計
画
を
進
め

た
当
時
か
ら
、
生
徒
数
の
半
減
等
的
実

態
か
ら
し
ま
し
で
も
、
本
町
中
学
校
内

将
来
的
教
育
振
興
の
た
め
に
も
、
住
民

感
情
や

一
部
反
対
の
住
民
の
理
解
多
得

る
べ
く
、
六
月
ま
で
尚
一
層
の
努
力
を

払
い
委
頁
会
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も

一
校
統
合
の
線
は
〈
ず
き
な
い
で
推
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

統
合
計
画
に
お
け
る
今
金
中
学
校
の
移

転
先
は
旧
今
金
高
校
農
業
実
習
地
を
計

康
管
理
に
寄
与
し
た
い
。

マ
給
食
セ
ン
タ
ー
の
迎
営
は
給
食
原
材

料
町
四
半
期
毎
の
納
入
計
画
と
併
せ
て
、

給
食
メ
ニ
ュ
ー
等
に
よ
り
給
食
賛
同
値

上
げ
を
考
え
な
い
で
巡
営
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。

マ
今
金
幼
稚
園
は
、

昨
年
度
危
険
改
築

的
指
定
歩
、
受
け
た
の
で
、
本
年
度
現
闘

舎
の
両
隣
り
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

家
建
て
総
面
秘
六
百
六
十
一
一
平
方
幻
を

も
っ
て
新
築
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【社
会
教
育
〕

近
年
内
変
化
の
激
し
い
社
会
経
済
情

勢
町
中
に
あ
っ
て
は
‘
町
民

一
人
一

人

が
絶
手
自
己
啓
発
を
続
け
、
自
主
的

な
活
動
を
と
お
し
て
人
間
性
並
か
な
地

域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
地
域
に
似
ざ
し
た
‘

町
民
の
積
極
的
迄
千
四
臼
と
実
践
活
動
を

促
進
し
、
生
涯
教
育
的
観
点
に
立
っ
た

創
造
的
な
社
会
教
育
多
薙
進
1
荘
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

笠
か
な
郷
土
づ
く
り
に
住
民
が
積
極

的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
昨
今
非
嵩
に
薄

れ
、
住
民
意
識
の
中
に
い
わ
ゆ
る
行
政

依
存
型
的
傾
向
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
ら
が
学
習
活
動

や
実
践
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
奨
励
に
努
め
る
必
要
性
を
品
川
く

感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

特
に
苛
少
年
が
地
域
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
、
ま
た
、
婦
人
的

能
力
や
地
域
づ
く
り
を
生
か
す
た
め
社

会
参
加
に
関
す
る
学
習
の
場
と
機
会
の

画
し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
敷
地
の

取
得
も
で
き
る
見
込
み
で
す
。

〔学
校
教
育
】

五
十
三
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は、

人
間
性
盟
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
期

し
て
製
品
に
富
む
教
育
活
動
歩
推
進
し

て
い
く
た
め
、
次
の
観
占
を
設
定
し
よ

う
と
す
る
次
第
で
す
。

一
‘
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
を
身
に

つ
け
る
学
習
桁
喝

二
、
心
的
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
生

徒
指
符

=
一
、
生
命
歩
尊
ぴ
、
自
ら
を
鍛
え
る
健

康
安
全
指
導。

学
校
教
育
は
児
章
生
徒
の
心
身
内
調

和
の
と
れ
た
発
達
を
目
ざ
し
、
健
全
な

国
民
的
育
成
を
期
し
て
行
れ
る
も
の
で

す
が
、
今
日
の
教
育
の
現
状
を
踏
ま
、
ぇ

進
展
す
る
社
会
の
中
で
、

学
校
が
今
後

そ
の
役
割
や
機
能
を
十
分
来
し
て
い
く

た
め
に
は
、
特
に
自
ら
考
え
判
断
し
笑

施
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
霊
視
し
な

が
ら
、
人
間
性
盟
か
な
児
宜
仕
徒
の
育

成
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
.

し
た
が
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
は
地

域
と
児
窓
生
徒
の
実
態
歩
踏
ま
え
学
校

の
特
色
を
生
か
し
て
、
児
童
生
徒
の
生

き
生
き
と
し
た
活
動
を
生
み
出
す
ゆ
と

り
あ
る
、
し
か
も
充
実
し
た
学
校
生
活

に
す
る
よ
う
創
意
に
岱
む
教
育
活
動
の

推
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
子
供
と
教
師
と
の

肌
の
触
れ
合
い
の
中
で
教
育
が
営
ま
れ

て
い
く
機
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の

提
供
に
旭
町
力
L
、
更
に
町
内
自
主
グ
ル

ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
や
回
日
悼
の
育
成
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動
を
促
進
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

社
会
教
育
を
丞
め
る
あ
い
路
で
あ
り

ま
す
民
間
有
志
指
導
者
向
育
成
と
確
保

を
図
る
た
め
、
研
修
に
参
加
を
多
く
求

的
、
高
令
者
の
人
材
活
用
を
通
じ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
的
助
長
に
努
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。

マ
苛
少
年
会
館
の
利
用
は
、

幸
い
現
有

三
+
人
程
度
の
宿
泊
地
認
を
有
し
て
い

る
の
で
、
将
来
的
に
も
宿
泊
研
修
施
恋

と
し
で
有
効
に
活
用
し
た
い
。

【社
会
体
育
】

マ
総
合
体
育
館
を
始
め
と
す
る
施
騒
を

有
効
に
活
用
し
、
健
康
で
明
る
い
町
づ

く
り
の
た
め
一

層
の
努
力
を
傾
注
す
る
。

マ
各
部
活
か
ら
袈
望
が
強
い
ス
ポ
ー
ツ

巡
回
車
町
設
世
は
財
政
等
の
問
題
で
時

期
的
に
無
理
な
の
で
、
当
分
現
有
パ
ス

そ
の
他
的
車
内
有
効
利
用
で
処
置
す
る
a

マ
総
合
体
育
館
内
運
営
は
、

努
め
て
経

常
経
費
の
節
減
を
図
り
、
特
に
夜
間
勤

務
職
貝
u
寺
町
超
勤
を
本
年
度
か
ら
委
託

方
式
に
切
り
替
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導

只
の
協
力
も
可
能
な
限
り
奉
仕
活
動
に

依
頼
し
、
合
理
的
巡
涯
に
努
め
る
@

マ
ス
ポ

l
y
擬
典
的
而
で
は
、
今
後
と

も
地
元
に
定
泊
す
る
青
年
を
対
象
に
指

導
只
の
養
成
に
努
力
す
る
.

マ
ス
キ
ー
場
の
設
也
は
、
今
後
円
道
路

網
を
は
じ
め
と
す
る
#
極
条
件
強
備
に

よ
り
検
討
し
碓
保
に
努
め
る
。

町

職

員

の

人

事

【四
月

一日
付
}
マ
福
祉
謀
術
生
係

1
保
健
婦
長

(
福
祉
課
同
保
係
)
新
民

町
子
@
新
保
用
守
一
制
批
謀
術
生
係

(保
健
婦
)
浅
井
妙
子
守
今
金
保
育
所
保

母

mM千
代
美
、
吉
凹
克
子
、
和
問

鈴
子
守
同
栄
養
士
室
谷
ま
ど
か
マ
同

公
務
術

中
野
裕
美
子
マ
間
保
病
院
思

学
療
法
技
師
藤
合
義
市
川
マ
同
栄
義
士

河
田
久
子
守
岡
示
護
婦
、
長
井
京
子
、

河
端
弘
美
、
佐
々
木
降
枝
、
佐
藤
明
子

川
股
宮
子
、
加
藤
明
美

【四
月
十
五
日
付
〕
総
務
課
長
兼
企

画
課
長
兼
選
膏
委
書
記
長

(企
画
謀
長

兼
商
工
観
光
凱
長
)
吉
田
英
俊
マ
商
工

観
光
謀
長
兼
町
民
課
す
ぐ
や
る
係
長
兼

務

(町
民
課
長
)
重
村
栄
吉
マ
税
務
課

長
(
税
務
課
第
一
係
長
)
白
山
手
マ
県

政
謀
長
兼
林
務
係
長
(
総
務
謀
長
兼
選

管
委
性
記
長
)
古
畑
正
勝
マ
耕
地
課
長

(
耕
地
部
長
補
佐
糸
川
絹
酬
到
例
制
)
他

制
対
倒
マ
独
政
課
長
娘
水
道
室
長
(
州財

政
謀
長
兼
林
務
係
長
)
遠
藤
正
光
マ
耕

地
謀

iM業
開
発
協
議
余
品
者
援
(耕

地
課
長
)
浜
田
邦
男
マ
同
地
給
制
許
係

兼
務
を
解
く
l
向
次
長
(
耕
地
諜
換
地

計
画
係
長
兼
地
籍
制
査
係
)
米
世
貞
夫

V
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
(
農
政

課
農
業
構
造
改
普
係
長
)
小
西
敏
明
マ

税
務
課
勤
務
(
税
務
課
長
)
生
色
勇
マ

建
設
課
勤
務
(建
設
課
長
兼
水
道
室
妄
)

宇
野
浩
マ
総
務
課
庶
務
係
長
兼
時

μ厚

生
係
長
(
出
納
係
長
)
坪
固
有
降
マ
出

の
賞
金
週
間
と
天
国
迎
間
は
紙
ひ
と
虫
H

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
年
、
四
月

末
か
ら
五
月
は
じ
め
に
か
け
て
の
飛
び

石
連
休
に
は
、
交
通
手
故
を
は
じ
め
、

山
菜
と
り
、
魚
つ
り
な
ど
、
レ
ジ
ャ

に
関
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

友
だ
ち
ゃ
家
族
そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い

行
楽
が
H

天
国
へ
の
旅
立
ち
u

に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
十
分
注
立
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
よ
ぷ
・
酒
が

疲
労
が
ス
ピ
ー
ド
が

行
楽
地
や
和
一
つ
り
に
出
か
け
て
帰
る

途
中
、
遊
び
疲
れ
て
居
眠
り
や
わ
き
み

運
転
に
よ
り
、
大
き
な
事
故
が
起
き
る

の
は
こ
の
時
期
で
す
。

(8 1 

納
係
長

(給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
)

若
山
省
三
マ
企
回
課
調
査
係
長
(
総
務

課
財
政
係
長
)
相
原
博
夫
マ
税
務
課
第

一
係
長
(
税
務
課
第
一

一
係
長
)
渡
辺
茂

マ
同
第
二
係
長
(
選
管
委
書
記
兼
総
務

課
昨
…
務
係
)
高
畑
秀
樹
マ
脱
政
課
内
同
業

構
造
改
善
係
長
(企
画
課
調
査
係
長
)
村

上
規
雄
マ
同
畜
産
係
長
兼
農
政
係

(民

政
課
農
政
係
兼
畜
産
係
)
稲
船
昭
範
マ

耕
地
諜
土
地
改
良
係
長
兼
管
理
係
(
水

出
産
体
近
係
長
)
白
山
英
弘
マ
同
地
籍

側
一
係
長
(
総
務
蝶
庶
務
係
長
兼
職
只

厚
生
係
長
)
自
由
壮
ニ
マ
水
道
室
水
道

係
長
兼
建
設
謀
維
持
係
長
(
耕
地
部
土

地
改
以
係
長
兼
管
理
係
)
愛
宕
要
マ
同

林
迅
保
長
兼
務

(
建
設
課
長
補
佐
)
高

橋
保
守
選
管
委
雲
仙
兼
総
務
課
庶
務
係

(税
務
課
第

一
係
)
桜
井
繁
マ
総
務
課

財
係
(
建
設
課
維
持
係
)
黒
川
博
マ

企
画
課
企
画
係
兼
務
(
総
務
課
財
政
係
)

水
野
多
津
子
V
税
務
諜
第
一
係
(
福
祉

課
福
祉
係
)
清
水
寛
マ
福
祉
理
組
祉
係

(
今
金
消
防
支
岩
)
藤
原
弘
一
一
V
同
国

保
係

(
企
画
課
企
画
係
)
稲
本
弘
幸
マ

同
年
金
日
開
(
綴
会
事
務
局
書
記
)
板
損

幸
子
守
議
会
事
務
局
信
記
(
稲
相
副
昨
年

金
保
)
伊
藤
恋
津
子
守
耕
地
球
換
地
計

画
係
(
耕
地
謀
土
地
改
良
係
)
西
勝
明

マ
教
委
社
会
教
育
凱
社
会
教
育
係
知
体

育
振
興
係
(
稿
祉
諜
悶
保
係
)
細
田
征

夫
マ
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
兼
務

(
総
務
係
長
)
佐
々
木
梢
美
マ
同
総
務

係
兼
業
務
係
(
教
委
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
)
波
辺
美
智
子
マ
桧
山
広
域
消

防
組
合
消
防
箸
派
遣

LY金
支
署
(
税

務
課
第
一
係
)
一
入
節
夫

{=
一
月
三
十

一
日
付
〕
マ
退
職

藤
辰
子
(
国
保
病
院
看
穣
婦
)

f事正

マ
交
通
ル

l
ル
を
守
る
こ
と
は
、
安
全

運
転
の
第
一
歩
で
す
。
人
や
草
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
を
守

っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
.

マ
ハ
ン
ド
ル
を
健
る
と
き
は
、
絶
対
に

酒
を
口
に
し
な
い
。
「
い
っ
ぱ
い
だ

け
」
が
「
も
う
い
っ
ぱ
い
」
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ま
わ
り
の
人
も
逆
転
者

に
は
酒
を
す
す
め
な
い
よ
う
に
。

マ
運
転
中
少
し
で
も
疲
れ
や
眠
気
を
感

じ
た
ら
、
ま
ず
車
を
と
め
て
休
憩
を
。

マ
ス
ピ
ー
ド
逃
反
を
す
る
よ
う
な
無
理

な
ド
ラ
イ
ブ
計
画
は
禁
物
で
す
.
ま

た
、
ス
ピ
ー
ド
の
誘
惑
に
負
け
な
い

冷
仰
な
巡
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈魚
つ
り
の
安
全
対
策
}

守
高
波
が
出
て
い
た
り
、
風
や
雨
円
強

い
日
の
似
つ
り
は
危
険
で
す
。
出
か

け
る
前
に
必
ず
天
気
予
報
の
確
認
を

マ
磯
づ
り
は
足
元
が
不
安
定
で
す
。

足

場
平
地
形
、
潮
の
流
れ
に
注
意
し
、

ひ
と
り
で
は
行
動
し
な
い
よ
う
に
。

マ
つ
り
舟
に
乗
る
時
は
、
定
貝
を
守
り

必
す
救
命
胴
衣
を
つ
け
‘
夜
づ
り
は

つ
と
め
て
き
け
ま
し
ょ
う
。

〈山
菜
と
り
の
事
故
防
止
}

マ
お
年
寄
り、

一
人
で
の
山
歩
き
は
危

険
で
す
.
必
ず
家
族
の
者
が
同
行
す

る
よ
、
ヲ
に
.

7
器
は
熊
町
動
き
が
活
発
で
す
。
ク
マ

内
情
報
を
良
〈
聞
き
、
出
没
す
る
山

に
は
絶
対
に
入
ら
な
い
.
山
道
を
歩

く
時
は
、
ラ
ジ
オ
を
か
け
た
り
普
筒

を
吹
〈
な
ど
の
対
策
を
。

(9 1 



せ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
周
囲

は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

冬
の
汚
れ
を
官
」
放
し
て
快
適
な
春
を

迎
え
る
た
め
、
町
衛
生
団
体
連
合
会
で

は
五
月

一
日
か
ら
部
落
、
町
内
会
に
呼

び
か
け
て
春
の
消
婦
美
化
運
動
を
一
斉

に
展
開
し
ま
す
。

消
府
指
導
に
つ
い
て
は
部
落
術
生
部

会
が
五
月
八
日
、
連
合
町
内
会
衛
生
委

只
会
は
五
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
寺
町
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
自
ら

『美
し
く
住

み
よ
い
町
に
』
の
心
構
え
を
も
ち
な
が

ら
地
戚
ぐ
る
み
の
消
掛
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
.〈ゴ
ミ
の
正
し
い
出
し
方
〉

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
北
部
桧
山
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
ロ
ー
ド
パ

y
カ
l
車
内
巡
回

宮
も
と
け
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
に
よ
り
‘
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ

今

i
で
雪
に
埋
れ
て
い
た
ゴ
ミ
ス
テ
l

ミ
の
収
集
日
を
定
め
て
協
力
を
願
っ
て

シ
ヨ
ン
や
道
路
、
側
溝
な
ど
が
阪
を
見
い
ま
す
が
、
ま
だ
収
集
日
以
外
に
出
す

l
J

i

-

;
;
;
i
i
i
;
!
 

/

四

年
三
月
利
別
信
用
購
口
版
死
相
用
組

小

岩

隆

一

さ

ん

に

合

理

事

を

は

じ

め

に

、

十

九

年

民

業

会

刷
会
長
を
え
て
二
十
三
年
三
月
、
農
協

法
に
よ
り
初
代
の
民
業
協
同
組
合
長
と

し
て
戦
後
肉
食
松
難
時
代
的
混
貨
を
川
市

た
し
、
牒
民
の
生
活
安
定
と
福
利
的
進
、

民
業
向
改
良
進
歩
に
貢
献
、
ま
た
、
二

十
四
年
内
同
業
共
済
制
皮
肉
確
立
と
と
も

に
酪
民
協
同
組
合
の
設
立
に
努
的
、
二

十
八
年
同
組
合
長
と
し
て
酪
牒
振
興
に

尽
力
、
本
町
内
法
幹
産
業
で
あ
る
牒
業

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
紡
は
誠
に
大

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

‘内
J

一
よ

一

1
」
一

放

一

一迫
一

?
を
一

一れ
一

一汚
一

一の
一

一冬
一

地域ぐるみで環境劉蒲を

春の清掃指導は 5月8、10日に

道
産
業
貢
献
賞

内
同
協
関
係
団
体
の
役
n
H
と
し
て
二
十

九
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
本
町
の
内
刷
業

振
興
に
尽
力
し
た
小
岩
隆

一
さ
ん

(極

川

ω歳
・

写
真
)
に
五
十
二
年
度
北

海
道
産
業
貢

献
貨
が
附
ら

れ
ま
し
た
。

小
岩
さ
ん

は
、
昭
和
十

人
や
ゴ
ミ
袋
町
口
を
し
ば
ら
な
い
人
が

み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
収
集
日
ま
で
路
上

に
放
置
さ
れ
、
犬
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

り
散
乱
さ
れ
て
付
近
の
み
な
さ
ん
が
非

常
に
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

必
ず
決
め
ら
れ
た
収
集
自
の
朝
八
時

ま
で
に
、
『
燃
え
る
ゴ
ミ
』
『
撚
え
な

い
ゴ
ミ
』
に
区
別
し
、
入
れ
も
の
は
破

机
し
な
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
函
、
ナ
イ
ロ
ン

袋
、
紙
袋
に
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
出
す

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
市
街
地
の
収

集
日
は
、
燃
え
る
ご
み
が
迎
二
回
、
燃

え
な
い
ご
み
が
月
二
回
で
す
。

み
ん
な
の
手
で
河
川
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

川
は
私
た
ち
目
指
の
暮
ら
し
の
な
か

で
‘
い
ろ
い
ろ
な
恵
み
を
あ
た
え
て
く

れ
w
い
こ
い
の
場
。
で
も
あ
り
ま
す
。

五
月
は

『河
川
美
化
月
間
』
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
河
川
を
汚
濁
か
ら
守

り
、
河
川
敷
地
な
ど
は
緑
地
公
園
や
運

動
広
場
な
ど
有
効
に
活
用
す
る
李
活
習

慣
を
み
ん
な
で
身
に
つ
け
る
こ
と
を
考

え
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
河
川
区
域
内
で
次
の
よ
う
な

行
為
を
行
う
に
は
河
川
管
理
者
の
許
可

が
必
要
で
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

7
工
作
物
を
新
築
、
改
築
す
る
時
.

マ
土
地
一
安
占
用
す
る
時

マ
土
地
内
形
状
を
変
質
す
る
時
.

マ
官
民
の
境
界
杭
は
絶
対
に
紛
失
、
破

凱
し
な
い
こ
と
。

扱いはト分注君すること。

b林i且を少行する時は、古刷、 jjjj
落などに十分住'llし、危険区域

には絶対近よらないようにする。

(函館'ι林応今金日林者)
・貯金通帳等白樺管(;t艦重に

郵便局では、貯金通帳や征替の

取りよわ、について止のことを注意

するように呼Uかけています.

b通帳、 iliH阜の記号番号は別に メ
そし、通帳と印鑑は別々に保管

するょっに。

b印鑑は預入、払い戻し等の証拠
となるも円ですからハンを1'1'す
時は、どんな場合でも必ず内容

を確かめて本人が押すょっにし

他人に聞けばなLにLない。
b郵便局nが現金や貯金通帳、貯
金証書、保険証を聞かる場合は

これと引き換えに「預入金会事，(j

証J 預り証J 保険証自等受

領証」を必ず渡すことになって

いますので、正規的受領官正であ

ることを石1~かめてください.

b万一通帳や証担Fが盗まれたり

紛貴した時は、 iuちに近〈町郵
f臣h:jに后1け出てください.

(町内各郵i記局)

.5月の休日当番底
3日今金町国保嗣院E②0221

5日今金町岩間医院宮②0057

7日 北楠山町国保荊院E④5321

M 日 瀬棚町僧崎医院ft 3022 

21日 北楠山町国保柑院宮④5321

28日今金町富田医院宮②0324

b 指て丈は ~r犬になり、他人や社

会に迷惑をかけます.飼えなく

なった犬、小犬は役場衛生係に

ご相談ください.

.交通温度の取締りを強化

21どけの器を迎え、自動車や自

転車の往来が多くなってきました。

北絵山暫察署では、昨年同事故

多発的現況か句、今年はスピード

i畠反のはか悪質i主反者向検事を霊
山にどしど lli'う ニとと L、!J;:t:lli
i畠反についても雌111に取締る方針
です。逃反することは自分的fl任
以外なにものでもないので、 i卑反
者となり不愉快な気分を味わない

よう十分注:nし、正しい述転をdし、

カfけましょう.

・山火事、クマに注意 Lょう
野や山が蹄へと色づいてきます

と、いよいよ行期的ンーズンです。

魚釣り、山菜取り、登山など皆

さんは国有林に入林される機会が

多くなりますが、こ向季節は山火

事的発生しやすい時期lです.とく
に、ク 7 も出投する時期でもあり

ます.そのため 固荷林に入ると

きは森林を山火事から守ること、

ク7 による不品川内事故を即パ・こと

から、次のことがらを守りましょう。

b国有林に入る時は、最寄りの古
林岩.担当区事務所に立部り入

林者名簿に記入し、ク 7 につい

ての情報などを附きましょう.

b入林する時は 2人以上で行き、

1人jtきはやめること。

bタパコ、たき火など、火の取り

-国民年金の慢険料は忘れずに

国民年金町保険料は、もう納め

ましたか。百14 JUJ分(1月分-3
月分)の保険料の納付期限は 4月

末です。まだ納めていない人は早

めに納めましょう.

もL、保険料を納付J山l限までに
納めていませんと、万一ケガをし

たり、死亡されたときなど師事

年金や母子年金が受けられなくな

ることがあります。

大切な年金ですので、保険料は

必ず納付期限までに納めるよ うに

しましょう。(稲祉課年金係)

.犬は正し〈伺いま Lょう
ことしの犬同登録と狂犬病予防

注射は、 4月17日から22日まで町

1HJ、各地区に出向いて実施しまし
たが、生後90日以上町丈は 4月中

に必ず登蝕しなければなりません.

また、在犬病予防注射は毎年、春

秋の 2回受ける義務があります.

b鑑札と注射済孫町〆タ Jレは、必
ず首輪につけておきましょう.

b鎖につないで飼うようにし、盛
や犬小庄司周りは、いつも消潔

にLておきましょヲ 。

税の知識

確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

(10) 

昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
長
付
は
三
月
十
五
日
で
終
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
施
定
申
告
住
を
提

出
し
た
後
で
‘
計
算
迎
い
な
ど
の
た
め

に
記
載
内
容
が
ま
ち
が

っ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

訂
正
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
鈴
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か

っ
た
り
‘
還
付

を
受
け
た
税
金
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
省
か
ら
更

正
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
さ
れ

た
方
が
有
利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
署

の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し

た
と
き
は
、
税
制
的
五
%
の
過
少
申
告

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
.
自
分
で
ま

ち
が
い
を
発
見
し
て
附
査
を
受
け
る
前

に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申

告
加
算
税
が
か
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

マ
税
額
を
多
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
両
閉
め
剖
針
を
ま
ち
が
っ
た

た
め
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り

， 
、
フ
か

つ
な
話

'v
何
と
い
っ
て
も
ワ
ガ
手

親
の
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
は
、
血

を
分
け
た
実
感
が
あ
り
ま
す
.

だ
か
ら
、
子
ど
も
が
二
歳
ご
ろ
に
な

る
ま
で
は
夫
婦
問
の
A
F話
に
も
、

「ホ
ラ
、

H
凡
て
ご
ら
ん
。
笑
い
阪
は
、

お
と
っ
さ
ん
そ
っ
く
り
・
日

「
泣
き
顔
も
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
わ

ネ
。
か
わ
い
く
て
・
」

と
、
わ
が
子
に
ケ
チ
を
つ
け
る
な
ど
は

思
い
も
よ
ら
ぬ
、
と
い
う
コ
ト
に
な
り

ま
す
.
子
ど
も
が
持
っ
て
生
ま
れ
た
人

間
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
知
曹
を
ど
、
さ

っ
ぱ
り
気
づ
く
コ
ト
な
く
育
て
て
い
る

と
い
え
る
の
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
が
大
戸
で
泣
き
叫
ぶ
。
元
気
に
手

足
を
動
か
し
て
み
せ
る
。
砂
中
で
乳

房
を
吸
う

。「
ナ
ゼ
?
」
と
い
う
感
動

も
な
く
、
ア
タ
リ
マ
エ
と
し
て
受
け
取

=2等陸海空士自衛官採用中=

b応募資格 18歳-25歳未満の男

1>志願受付今金町役場町民課

又は自衛隊今金募集事務所へ

b初任給 83，700円1>賞与は年3

回で合計5ヶ月分支桁1>食事代

宿舎四は無料.衣服等一切無料

p詳し〈は事鼎事務所 (2-0258)

国の守りlこ君の著さと情黙を

泣
付
を
受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
は
、
正
し
い
税
額
に
な

お
す
よ
う
に
「
真
正
円
筒
求
」
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
鰐
求
が
で
き
る
刷
出
川
は
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か
ら
、
昭

和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。

更
正
の
紡
求
を
す
る
と
、
税
務
署
で

は
そ
の
内
容
を
制
ベ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
・

7
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

般
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、

申
告
期
限
後

で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
「
期
限
後
申
告
L

は
、
税
務

弱
か
ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は

い
つ
で
も
里
子
を
』
と
が
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方
が
有
利
で

す
。
つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
な
い

で
税
務
署
か
ら
決
定
的
通
知
を
受
け
る

と
、
税
額
の
一

O
%
の
無
申
告
加
算
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
別
査
を
受
け
る
前

に
申
告
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税

は
税
制
酬
の
五
%
で
済
み
草
す
。

な
お
、
申
告
舎
の
用
紙
は
八
雲
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

IJ唄科診療日を開設ー今金町国保病院一包月第1 第3週の水曜彦主1時一3時=木曜日午前9時-11後-5月l引o. 11日、 24'2担です。

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、

「
ワ
庁
子
し
の
親
と
し
て
の
実
感
だ
け
。

マ
理
由
に
な
ら
な
い
グ
チ

そ
ん
な
に
愛
情
を
傾
け
て
育
て
た

寸
ワ
ガ
子
」
も
、
幼
雄
図
や
保
育
闘
に
通

闘
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
な
ん
と
な
く

気
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

H

他
人
的
子
は
よ
く
見
え
る
M

の
が
特

に
税
の
心
理
。
型
由
も
な
く
比
較
し
て
、

寸
あ
な
た
、
美
代
子
は
、
少
し
知
恵

が
返
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら

正
夫
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
し
っ
か
り
し

て
る
わ
ョ

i
L
寸
心
配
す
る
コ
ト
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
だ
四
議
だ
か
ら
ネ
己

「
あ
な
た
は
、
正
夫
ち
ゃ
ん
を
ご
ぞ
ん

じ
な
い
か
ら
ヨ
」

こ
ん
な
会
話
が
夫
紛
の
聞
に
か
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
込
忌
す
る
の

は
子
ど
も
の
ほ
う
で
、
何
べ
ん
い

っ

た
ら
わ
か
る
の
?
ホ
ン
ト
に
こ
の
子
は

し
か
た
が
な
い
ー
と
グ
チ
が
親
の
口
か

ら
飛
び
出
し
て
く
る
の
で
す
。

(
五
月
号
に
つ
づ
く
)

(神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
謀
)

;

;

 
(11 ) 



緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

④

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
病
害
虫
と
防
除
法

春
に
な
っ
て
芽
が
仰
び
て
誌
を
広
げ

る
と
、
い
ろ
ん
な
病
気
や
班
一回
虫
が
発
生

し
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
を
防
除
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
主
な
る
病
害
虫
の
病
状
と
そ
の

防
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

付
ウ
ィ
ル
ス
病
H
H
こ
れ
に
か
か
り
ま
す

と
花
の
色
が
愛
り
、
赤
や
桃
色
町
花
に

白
あ
る
い
は
黄
色
の
不
規
則
な
ま
だ
ら

が
入
っ
た
り
、
花
の
色
が
漉
く
汚
な
い

色
に
な
り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
ア
ブ
ラ

虫
航
や
よ
こ
ば
い
類
が
媒
介
す
る
の
で

ア
プ
ラ
虫
頼
の
防
除
の
た
め
オ
ル
ト
ラ

ン
木
和
剤
一
、

0
0
0倍
液
(
水
一

t
に

薬
剤
一

g)
を
ニ
|
士
一
回
散
布
し
ま
す
。

尚
他
へ
の
伝
染
を
防
ぐ
た
め
約
株
は
抜

急
取
っ
て
品
川
て
る
こ
と
で
す
.

円
ホ
ト
リ
チ
ス
病

1
こ
の
桶
笹
は
雨
が

多
い
と
発
生
し
ま
す
。
は
じ
め
誌
に
淡

賞
制
色
の
小
班
kn

が
現
わ
れ
、
後
に
へ

こ
ん
だ
灰
色
町
不
規
則
な
長
い
病
闘
と

な
り
楽
町
全
而
に
拡
が
る
と
枯
死
す
る
。

つ
ぼ
み
に
発
生
す
る
と
開
花
し
な
い
で
、

腐
敗
し
花
は
し
わ
が
搭
り
乾
死
し
ま
す
。

防
除
法
は
つ
ぼ
み
の
頃
か
ら
マ
ン
ネ

プ
剤
の
七
百
倍
液
(
水
一

t
に
薬
剤

一

・
凶

g)
を
=
一|
五
回
散
布
す
る
こ
と
。

白
球
根
寓
敗
病

l
こ
の
山
明
書
は
生
背
中

に
楽
町
先
端
か
ら
淡
紅
色
に
変
色
し
て

早
期
に
枯
れ
て
い
く
、
ま
た
、
貯
蔵
中

に
腐
敗
が
進
む
と
白
い
カ
ピ
を
生
じ
て

乾
腐
し
ま
す
。
防
除
法
は
オ

l
ソ
サ
イ

ド
ホ
和
剤
五
百
倍
液
(
水
一

t
に
薬
剤

二

g
)
に
球
根
を
三
十
分
間
反
抗
消
毒

し
て
そ
の
ま
ま
陰
乾
す
る
。
な
る
べ
く

同
じ
所
に
は
組
付
し
な
い
主
つ
に
す
る
。

凶
青
か
び
病

l
こ
の
約
書
は
主
と
し
て

貯
蔵
中
の
球
棋
に
古
色
の
カ
ビ
が
発
生
、

病
状
が
進
む
と
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
て
発

芽
能
力
が
な
く
な
る
。
防
除
法
は
球
似

腐
敗
摘
と
同
じ
万
法
で
出
芯
し
ま
す
。

次
に
害
虫
と
し
て

「ネ
ダ
一
一
」
が
寄

生
し
ま
す
。
主
と
し
て
球
幌
に
得
集
し

て
食
害
す
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
禍
変

腐
敗
し
て
最
後
に
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
い

幸
子
。
地
上
部
は
抗
変
益
測
し
、
は
な

は
だ
し
い
時
は
枯
死
し
草
す
の
で
毎
年

被
害
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
L
カ
チ
ン

T

D
剤
ま
た
は
ダ
イ
ン
ス
ト
ン
粒
剤
を
一

球
あ
た
り
ニ

g
松
度
制
穴
円
周
辺
土
岐

に
ま
ぜ
る
と
よ
い
で
し
ょ、

1

い
ず
れ
の
病
者
虫
で
も
股
援
は
予
防

剤
で
す
の
で
平
日
に
散
布
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
球
桜
矧
に
は
追
肥
の
効
果
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
つ

ぼ
み
が
仰
ぴ
て
花
が
聞
く
引
に
は
木
を

か
け
て
や

き
」と
を
ゐ
れ
な
い
で
、
美

し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

阿
部
英
樹
L
句
(勝
雄
長
男
)
大
和
町

下
山
真
由
美
q
uh
l
(
融
問

二
女
)
明

町

梨
以
対
子
ル
勺
(邦

夫

長

女
)南
栄
町

森
亜
体
千
以
，
(英

雄

長

女
)南

町

中
仏
純
子
ル
ん
日
(正

勝

長

女
)中

里

斉
藤
秀
幸
む
句
(
秀
光
長
男
)南
栄
町

川
凹
治
久
bAω
(勝
雄

二
男
)細

川

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

神

野

成

治
M
阿
山
田
千
枚
子

/
・
新
一
年
生
へ
交
通
安
全
愛
の
鈴
を
贈
る

町
内
小
学
校
内
入
学
式
が
四
月
六
日
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
町
商
工
品
婦
人
部

(安
西
好
子
会

長
)
は
新
入
学
児
童
を
交
通
事
般
か
ら
守
う
つ

!
と
今
金
小
町
新

一
年
生
百
三
十
人
に
賞
色
町

毛
編
で
作
っ
た

『愛
の
鈴
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

入
学
式
を
終
え
た
可
愛
い

い
児
童
の
ラ
ン
ド
セ

ル
に
次
々
と
つ
け
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
.

‘住民的手弘
前月に

比べて

人口 9‘395(-66) 
男 4，619(ー19)
1;r: 4，776(-47) 
世情 2，662(-8)

(~月 31 日現在の)
住民基本台帳人口/

悶
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

苅
屋
愉
紀
九
(成

長

女

)南
栄
町

=広級=

トヒベyクえ

緑

先
行
北
海
道
今
金
町
凶
編
集
/
企
画
課
広
報
係

( 12) 

-
そ
ろ
い
の
半
て
ん
で
豊
寿
園
へ
慰
問

毎
月
町
例
会
な
ど
で
健
康
増
進
を
か

ね
て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
る
今
金
老
人

ク
ラ
ブ
は
、
そ
ろ
い
の
衣
袋
を
と
自
分

た
ち
の
手
で
赤
と
背
内
踊
り
半
て
ん
を

三
十
泊
つ
く
っ
Fも
さ
っ
そ
く
、
同
年

配
の
い
る
盟
主
吋
困
を
訪
れ
、
今
金
音
頭

や
A
7
金
甚
句
の
レ
コ
ー
ド
に
合
わ
せ
た

踊
り
を
披
誌
し
、
体
内
不
自
由
な
お
年

寄
り
た
ち
を
元
気
づ
け
て
い
た
。

ノ

町

阿

部

彰

u
H
松

倉

紀

子

寒

昇

小
回

μ剤
志

l
森

附

枝

寒

持

加

藤

栄

都

t成
田
真
理
子
自
内
出
町

日

置

盟

t犬
塚

純

子

未

広

町

坂

井

立

語
H
本
田

敬

子

栄

町

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

斉
藤
川
開
放
六
十
七
歳
大
和
町

岩

坂

五

作

七

十

歳

立

回(三
月
分
)

印
刷
/
納
長
門
出
版
社

日
・

4
-n


